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昭和63年4F128日

金　男　-各　位

全国紙窯寺庄友の令　兄海里支部

長老板　　東閏･毅

月影□6 3範変　各国紡無力症友の食北海道女郎

盛､　会　の　ご　案　内

長く厳しかっ/-=冬も解く去って,布婆巨輝く春がやって釆ヨ

したo　皆さん.体鋼の方周(□何でしょうo＼o

きて､月召勧6 3年度の文部基金を.後見の恩領にて覇権激し

ますC)で.黄郭ご出jF7くだ､ごし甘すよう　ご案内申し上げlますD

前回の｢はがき｣ (こよる予備親登で｢瀞内の微監物乙席ねf=

き給｣ jqt.虜施vh'巨な入射ご凍する郡1線舌根れヨLT'ので.計

鼠Y:1台[]1安絶てる事に致しました｡

つ三豊Lて('tr･J/U7fj-矛教盲如､り糞しますが､ i)うー度､

乱布の可を仁つレ､て郎寸の｢はが三｣ (=ご吉乙人の上. ∫月7〔1

までドニ堰下さし､.瀦E(こ碑細と書かれたガで右為吟

かよく存-て拳弧でううfう巨なった剰3､ふるってご孝地下

こL^ 0　-人で4)多し､ご琴加7潤ってやみきtl_Jん｡

一一一一･ :.I -



!.莱

2､集合-

3､行私

4　参加数

5.宿泊舞

6.吏三色穿

記

'h7卸63阜5鋸5日用)ア二00･～′ 17:oO

芋盟撃競｢ (郷槻南柵o詞TELI Orト5]2-3233 )

車内喝
バス代一部負孜之.ooo月

度食･飲碑4tI /･300円陣象徴均i荷舛5加木琴　~

全席商劫(準雛才一/Af習癖1銅･覚桝手回及,) )

勅願以外から考査5)会針葡励食勘二歩宣●

賃･ /ヾ入賃C)片運命三滴勤しますo

7.日程･内容

X･ヲ;oo乗車. -?:30　日程-円窓畿′喝

1)き真　金　9:30-l巨00 (率中こて)

①　耕□62年度　冶知事随

②　　/　　全書棒瞳

③　　　/　　　会計薮整敢隻

◎　轍ロ63早良　藷如才錘紅塵礁

⑤　　/　　会計予覚宋審議

⑥　　　ク　　　丈糾え費渡鳥

⑦　祈旧役員紹介.義軍

◎　そC)也

2)昼食･え飲食　　L2:00-141二00

私見とLrJがク.ゆっくLjとお寒Lみレ､たr=''ぞます0

-　2_-
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･X･ 14二00　乗車･l)?路へ

3)産廃講演会-相談全　　日1二00'～ 16ニ00

･Y J7:00　難病iZゝデーfl1歳･碑乾

●-

①　盛会にZtlt席?れる牙で,薮楕ヒンダー(こ宿泊1掩官これb

かユ･その旨を返信風/＼7㌢中ここ等己大下さし1.

◎　また.各針廠摘長考琴するd)で,淀文言必冬とLTfLA

奇もその竃をご諸人下さし､o

◎　労ETは鋸偉そ見て番兵∴防寒衣服をご同意下でし一｡

@幽拍忘れなくD

● ･X　出席でさなし藩でも､友の会冷勤につし､ての二頂渇･ご香

登.また長藤相談とか遁)机ど丸音吐下そL^o

友の会け金員で9)ち-rあたf=の1,那,)です｡みLrJで少し

ずつか言放し第7て育ててし､きましょうo

貧離船､.各行事･冶軸への参狐が友の会のカヒなって膏

｢てし､きま右ご協か言AI厳し､します8

-　3　-



返信ハ　かキ　か　ら

一品飽　川嶋を子でL,

/(骨や手がだるし- 云｢｢
しです｡享<LぬきrJがら私事

乞してし､ます,

尽けいやです,Ll ｡泰が符う

どたしし-ですoころりの産廃

講演会fこのしみしこしていきTe

子ちi71んは､部活ド塾

巨各旺Lく亙りまわってし､

すo磨け奪せませ/Jが鼻El

射て過してし､る横言ですo

札緩/J､玖噸31ごん

おかげ笈で元気卜勅のて

Sit)ま70

タ汲　LL周知臭'T-A,

長谷此奴利男LLlしてD'

jJち与ヶ月がたちまL f;

/J＼O i,l子がし1るので魯lヨ

早く過ぎて行きます｡

休みの間巨主八は大聖2

線Y大型埠殊の免許互2つ

願ったので､そやしとJEZ)＼し

てダンプド乗ることにしま

Lた｡地かこ居て慮すトは

この仕事しか＼Tfかったので

す｡事紋しこだけは気を,7け

てほしし､と思ってし浸す- ,

朝か孝LAのか儲みですが
I

酎"も去って-根1!
I

-ctlん0才玖かもうケL失望　書
)-′＼…′′　′＼､も

fこう牟和しr:し噂h:｣
｣ニユニ

ナ一一
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一丁永辛　千葉英和で,J- ｢-網泉　Lh申立人Jib

】

最大から退耽L7㌔ばかりの

たU)､まだ体諸が整ってL^な

し､ので､苑愈rJ-がら久瀬させ

-匂夜　間　史畔G

● 2た局l)体調与くすし入晩

生治を払っています巾各紙L

たし､のですか菰食ですo

-兄見　佐駄義行5,i,-

今跡古跡'I利口できません

か､路擁禰5-射1線し19)で衷

レ見学会とこなると亀L^ますD

と､､うぞ皆さ/V凍しんで下つ

いD払ol漆調も亀くrJって泉

壬　Lた一,

--血飽　柴田鳥男さん

21弓や項よ()札幌南海鞄に

入施してし､ます, 5一声巨和げ

帰れをと思し､ます｡

札幌両病院Lこて据操守0

3定日5-日鴫腺奇術､経過

儀姓でLrこか4駆摘カで

互乙､五､ 1ヨ下,%舟抽務平

-血館　三品杏奈手

渡乾して日日∃過ぎ

たが､気象で何番も･fl

-治Lています.

iLJ懐　東谷史智子

経線の釦更りで､この冬

とても風邪か~流行して.

で苦しんでし､もえが争い

でI.仁.

その後皆さんいかがです

か｡左も各中風牙畔的けま

せんでした｡こ1しがちIbkL,

気風こなbC)で笥1んもお

え鋸沌右手そし上うo

又h促L)でう,J由

-. _6-



一一新入会員のつどい｣についての敢薯

副え部長　東　谷　失宥31

2月28日(日) 1巨00から鹸封3さんで.薙病でンダ

ー0)'2戸断u宴三谷壕にして.つど㌧-引郡ましたo

軒入会典6名L:文部伐萄8品の孝動でLT=0

0 1;ja紹介　今香･ - lil己紹介乙蘭でTTから私が入金した

はじめの頃の自己紹介の様子‡L雪-い)告かへて見まLT;oあの●

項(耳愛(:育+Lも[こせて､やっと生っている人.登3.L､.乙んを蔓

べて積いrJlてLAろんrLとu締って組物510:壌執こ産れ-

人かとEjのねこ貰格言優とて､汝で官かしらと窄まrLbt.う研

き人｢てし､fI番外思し､出射しました｡しかし今IE条目iJLた

す,ZLT.宙さん衷情が明るく] 0年也の億何の鍬二村じ病

気の患者でも線分剥奪が射しするものだてし弓宮+Lつくづく

と恩じさ4Lました｡

○萄常食-.摩病洩藩頚骨友のイヂ藤連座和＼う卿純舶●

上手碩()越え掃d)(こL'病臥と伴食くするりこと(二つレーて

の良能とお聞きL3･したeまた.光政Il戴系の中からJ,さき

属し沃定食横猿の綴喜r-rど卜つし1-{周東沸し沌寵を封筒さL,

まLfh令{確信1体トにさlI雁たり互愚すると鞘酎こ,,(.九三支

-TL､る大衆の塊の脅Lれこつし､て､福祉見准園と我が蘭こC)

九三TJ壊し∧互知らされ空しfL0

---I一一-一一1-
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鼻館地を直療鵠夜会の徹_葛

事務敬承　口　臭　域

3月20日(日日こ行なわれました｢､各館地区直療環境食｣ [二

筋無力痘友の会の事務局封そ表して孝和しましたので､そ67耗

-考古つL^て教告しますC

二のr=乙('の医療鞠灸令は　qL)比私通経窺渡　㊤比叡養薙病三色

血塵文部　⑦全国席無力塵私の令北森逢え華　C)を宥着確で巧

rSわれまLたo　この他E=E 9日(幻巨パーキンソン病友のJ-A

te･ /番鰍欄変性盈友の会の底森嶺液会j)鳩カ､頼為iこ､ )白

早くL a EH射出L慨と忠孝し7紬こ盛儀卜別為L,､ 2治a Lq

の行線で208(EJ)夜f O塘すぎに帰札とLAうJトドなスケジ

ュー)L,でしたV碑に鼻の退泉をlJミった伊藤壊塵さんや牲凄事

務偽の方々トは大変なご苦労ih､け打_ f?- C

以下､野郎舶こみ,ます粧直薮誘嬢合で感じた香をねして

乳ました｡

｡.藷姉の乾本先生〔国立凍嶺締れ糎病牡桝を内命直跡目つ

み身内トご不孝が577て衛兵の方へ行7て薄らオし. I g日の

夜4評Lj皐で､ Lかも座席が刺し汚くて.五号転けで､商館(:量EA

属,要目日干覇LIL'L七飯の顧互夜番埠で軍歌Jニ促音､息つ

く間もfJレ状胤のやで函館首鼠仝飽El駆(1つ(上休息もrI L

で､午後(舟かう6鳴きで′＼勺-キンソン痛1'脊髄卜褐変柁盈
"　7m



の底魚凍潔と直泉確敦壬こrd封′しま｣た｡胤でi;関与したの

ですか､かぜて熱が考ったとか､週泉の動こ汲5号もfIくLb

や了み[=rsSれtlようですo

針]の敬敏刀痕o)直凍蔑輝では果して声か息59)だううか

と､縁ながウL＼凋むLてい差しT=かし労馴?碗Llまでの産れを

感七さ壱亮∽爽やかrf声でご議連でLてし､ただきました,

先生巧私達亀藷i:ぶ孝4下ご5愛情招nJで慮L-'うそてし-た

だし1た-コマでLrLo

o　盟摘薙tJ.尊者､象嶺-依願之ん<L合玲て22名でした｡

-昨年♂‖ I帥e,-良必館で直療簡潔令を璃ulた夢もあ7

た事と､萄射肇緑増クやすがった寮rJ-掴めって.胡執勺

各も･動IqよPl3線QL吊､dLも症が多か/フr=よj le思し1思

し告o

O　及♂)ノ合へo)新入食者かあ･)食員か穐iた奉｡党席の効果か

あか･,て､友.♂),Aやあ絃真部6滴勃(こご協力互していただ､(7

5 i:うTfl叡者ミん4)釦よじりた事Ll患者ご本くね句衛グ)こと

友lの食としても人丸うれしい鉱泉香でしたo

o　妨無期む壬希え象感､のやでも項､q)風ま直f通夜の受けら叛

る病権であると思い3=すoこの夢は今4.ハb-キンソン病･

童髄′j＼脹変性直_二つの座乗璃凍て墳く喚会が与えらiL､し

みじみtその感互淀めました9私達｣つ砲悉17511の鞭法力叉

t並み.忠告治癒が耶持113まて友の食波動のカ`乞ゆ5め
-9　-
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●

てし1T.rらrJL^と､唱し､ますo Lかし､これT{万で(コ令りドも1

ブイズム再亀きると忍Lてたり豊せん0 -jzl淀の周g](･日,J'希で.

ヽ  ＼  ＼ ＼

(二途療法d)いと■ぐち二九分らす考しんでLAろ患為こくカ､､L糾7

います.この人且を-/各哩賭してろL･TっIjしろii過t:偽る卵.I

組教義患者Fl志で捻な申てしょうオ＼9

枚うし弓食味で朗急地区の壕負の皆ミL,ガt.次鼻〔て組練と

して象りあ机壬乱せ机､d)fl割てた3乱暴㌃モ削､ようb

o　網漁:今tRjの孟聴講鴻会で.及別称再久叫し卯7,枚泉

07温療法でL摘し拷fGかっ-r=朗純な趨森法が現在突取の私

魔ll)､って机.近し､中二実際の滝泉卜促机,Lろ見通/Lて多

きとのあ幾でしたQ　翼LL､首ほ次号o)/｢オフ芦､ち｣で｢直凍

嶺演. 07内各として瑚叫宜しきTo

-チ--







y∠エ耳鼻.膏脚金蔓lこLJって､､r'だきました. ☆☆

Q虚ia　良　患･こL,

oノ伊敵　かすみこん

｡/狩蔽　毛唐与でム

-紳転　鼠　きつム

q山前　　泉三ん

olト称　ネヨノ○ん

o虜鰍-　渇でん

｡広譜熟　　度亡ん

｡像終　久　艶でん

q孝瑠　弟　与てん

つ.I.Elf-　如　き･=･/1

｡大魚　塙　紐でん

q整斉　懸､命1L/

Q中風　孝　与でん

o耳輿　　え)でん

｡そ再　々久'3でん

Q永1'#　よしd)でん

oj_F)I鳥　如　ヨミん

j'. 0-7rD円

/､-円

/L-円

ソLm門

/077?印

/､07gO Fq

/m円

_LJ7g0円

/togi't円

上抑FLl

上♂許か　巧

/､ク抑円

JJ7-m円

/クーのク円

/L'ク3,7>　円

′,.,こ町か　円

上､OTZ,D Pj

⊥ErrlTD　円

●

I:.

I:一　･



C)o　協力会毒L:rJって､､た,i'ううLr:U C)▽

小郷的さん､新出請促でLJ､五井d･Lえノ-TL.瑚弘きてん･

櫓戒像代言モん､東谷長官3 1ん.風間督身でん､

中速か与でLJ. /村山各敵こL,､早野芳与ごん､お初軸きつん､

高砥易馬でん､伸藤腐蝕ユL/.府藤灯す3+ごL.神慮請亡L,I

卸か研きつる.神慮史崇っん.村剛ム亡ん､中尾糞与こんt

宣布惣庫さん一新笠乱きてん､巌株久恵lさんL虜踊冶∋軌

●　p綱吉こん｣銅良次でL,､蘇脅与でLJ､i亀東風こムー

白冊､ソうで右耳野/L亡ム､健組子Sん･芽荊明才子ん･

●



あ　と　が　き

o E榛引ヱ追い立てられ7'ir.うにして過している中巨､はや1

年が過ぎました.日塵日間(=合わせるた抑こ急いで発刊Lr:

事もあって.内定の薄いものもか)5 Lr:nlL'.みんな浄いつ

L恥､やって〈AL占した｡ ､､､ということて.お放しi(猪口)
I-

｡本格的rJ｢わだち⊥の敢行に‖ 0/T月う:I)でしたので､縞

鼻作業L･最翫ごまごしまLrこが､やっとかんを射庚しま　●

し1-I o来年度もがんば{rJaすo　　　　　　　(泉谷)

o　緑葉の仕事七　これが裁象こ!s/)そうですo LLぁこがさ'/

tlはまえないC7)ですが､･ちょフと一言｡　一占2茸度は.潤

/く助にいろし､ろなことがあ().あわただしし隼でしたo

一身も臥コツコツとご脇/17J･,た粥cD高騰Jん.更正o感

穆Sん.高田づん.ほんとう/=卿Z7＼りよしrニo　あ/JcI/とう

ございよしTこ｡　　　　　　　　　　　-I- s'

友の合も/7耳目をかかえcLう乙L-tい3すo　　　　●

(よじ飢よ.犬の手動丁のつる(JfL＼た友の食の第秒琴も.し1

つ0)胤こか　と､っ/3ご/‖二つ9＼り込んでしまい.夫が孝務者を

お'Jrこ/I(S(A.庭のなし､ドロ諸0月2で立がし､てし＼みような各E)

ttLTl｡

能力o)fJL､私にでさる二2=こいえLよ. EI苑のことrごtTQ

仙- (4



それでiJ　や(]姥Lrl佳孝.し急i,1てしよっrここ乙など.いろ

いろあって　壕tJSん/こぼ野し頼ナ暮し､賢し､で一存ですo

充分なここをしてやれ'rJかフた封空を醸して家を娯-tLP< ･-

-.今は色んな/じ虜で匁は1,とのせ剰-JIiって. ir=-かち

ゃりJii'lLです.

役負の省Jん1-Jよ∴ご遂各のか(1終げだったことと思しはす

が.ご恩放下JLtaすようo

●　一言のつ1,,㌦.長く{iっそしれ､gLrこ｡ (かすみ)
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